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12/26・27 なぜ、ごみを捨てるの?!

　大浜漁業の社員の方々が中浦から樫の浦までの町道西海線で、道路下に散在する不法投棄ごみの回収作業

を行いました。同事業は、愛媛県の「ウインターボランティア・キャンペーン2007」に協賛したものです。当日は、

2tトラック5台分、約3,500kg、主に家電製品やオートバイ、タンス等を回収しました。「なぜ、誰が捨てたのでしょ

う」今後は、私たちの心がけで、美しい町を創っていきたいと願うばかりです。

に け ー し ょ ん

自慢の歌声を披露！

　御荘文化センターで、南宇和ふるさと

小包グループ(会長、松本時
とき

子
こ

さん)が「ふ

るさと小包12月便」(66回)計308箱の発

送作業を行いました。中身は「だんだん味噌、美生柑かりんと

う、こんにゃく、きびなご、おもち、石地温州等、10種類」の品々

で、手間隙かけた手作りの逸品ばかりです。注文等、詳しくは、

松本時
とき

子
こ

さん(TEL73-2627)にご連絡ください。

10/18～21
　東京都両国国技館で、日本民謡協会主催の「平成19年度

民謡民部全国大会」が行われ、澤近春
は る な

奈さん(岩水)が成年の

部、四国代表として出場されました。澤近さんは、日頃の練習

成果を十分に発揮し、愛媛県の民謡「じょうさ節」を熱唱さ

れました。

　現在、澤近さんは愛媛民謡同好会高岡教室に所属し、各種

大会に参加されるなど、今後の活躍が期待されています。

12/14 あなたに届けたい、愛南の味!

12/31 除夜の鐘イベント!

　法
ほ っ し ょ う

性寺で、地区有志による大晦日イベントとして、餅つきや

年越しそばのお接待が行われ

たほか、本堂もライトアップさ

れ、さながら一夜城のような

幻想的な景観を醸し出してい

ました。

(文・写真、寺岡秀
ひで ゆ き

幸編集委員)

大浜漁業の皆さん
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愛 南 こ み ゅ

12/23

　一本松保健センターで、松ぼっくりの会(代表、

森岡眞
ま ゆ み

由美さん)が、障害があっても共に楽しく

暮らせる町をめざして様々な活動をする「ありん

こくらぶ」を支援しようと、クリスマス会を実施

しました。当日は、「あゆみの会」や地域の小学

生も含め約20名が参加し、クリスマスケーキづく

りやゲーム等で楽しんだ後、楽しく会話しながら昼食を食べ、交流を深めていました。

みんなでクリスマスケーキを作ろう!

12/5 夢を叶えた上村さん!

　(株)文芸社ビジュアルアートの夢をテーマにした「本を出したい人のための5つのコン

クール」で、見事、審査員特別賞を受賞された上村照
て る こ

子さん(松山市在住で、本町中泊出

身)が、絵本「夢の花」を出版されました。

　上村さんは、オリジナルの絵本を創りたいという夢を抱かれていたそうで、偶然、イン

ターネットで同コンクールを見つけたのが応募したきっかけだとか。絵本は、補欠のバ

レーボール選手「のんちゃん」の汗と涙の青春ストーリーです。皆さんも、是非、親子で

読んでみてください。(文・写真、山口眞理子編集委員)

12/15 サンタさん、プレゼントをありがとう!

　DE・あ・い・21で、親子で一足早いクリスマス気分を体

験してもらおうと「第14回パールイルミネーション」が賑

やかに行われ、約400名がプレゼントの当たるビンゴゲー

ム、バザー等、美しいサンタと楽しい一時を過ごしまし

た。また、参加者が一緒にスイッチを押したイルミネー

ション点灯式では、冬空に光輝くイルミネーションに浮か

ぶ同施設を見て、大きな歓声が上がっていました。

1/3
　約1年半ぶりの闘牛大会が南宇和観

光闘牛場で再開され、角を合わせた迫

力ある闘いに、詰め掛けた観客から多

くの歓声が上がっていました。当日は、

宇和島市からも多くの牛が参戦し、横

綱戦から番外戦まで計9結びの熱戦が

繰り広げられました。（次回は5/3）

伝統ある南宇和の闘牛を後世に伝えたい!


